
県産スギを用いた木造住宅における床衝撃音遮断性能の改善Ⅱ 
 

 

１．目的 

天井板を廃し，梁や床板の木目模様の造形美を下

階から直接見せる「現し」仕様の木造住宅で，重量

床衝撃音の遮断性能を改善する方法を検討した． 

前年度は，目標とする 2 種類の遮断性能を有する

一般的な床と，県産の本実スギ板を床板に用いた比

較的単純な「現し」仕様の床について，同じ条件で

床衝撃音レベルを測定し，両者の測定値の差から改

善すべき低減量を求めた． 

本年度は，重量床衝撃音の対策として，床重量や

曲げ剛性を増した床を多数試作し，床衝撃音の測定

と評価により，目標を満足する仕様を見極めた． 

 

２．方法 

試験体は，いずれも針葉樹構造用合板を下地とし

て表面に県産の本実スギ板（材厚15mmまたは30mm）

を用いた．また，「現し」仕様に加えて，比較のため

に天井板のある試験体も加えた．「現し」仕様につい

ては，梁の上に 30mm 厚の本実スギ板と床倍率を高

めるために針葉樹構造用合板を積層した構成を基本

とした．遮断性能を改善する方法としては，石こう

ボードやグラスウールの追加，そして根太を使って

大断面化を図るなど種々の対策を施し，合計 66 種類

の試験体を製作した． 

測定方法は，壁式 RC 構造の 2 階床に設けられた

約 1 坪の開口部に床を施工し（図 1），バングマシン

で床を加振して重量床衝撃音レベルを測定した．遮

断性能の評価は，JIS A 1419-2:2000 の附属書 1（接線

法）および附属書 3（重みづけ法）に従った． 

 

３．結果 

試作した床について重量床衝撃音レベルを測定し

た結果，まず「現し」仕様の床については，15mm 厚

の強化石こうボードを追加した仕様や，図 2 に示す

ように床下配線のために 45mm 角の根太を使って内

部に空間を設けつつ，強化石こうボードを 2 枚追加

した仕様で，一般的な天井付きの在来木造住宅の床

（L-75 等級）と同程度の性能（目標 1）を示した．

また，図 3 に示すように，70×160mm の根太で大断

面化して内部空間に 24kg/m3 のグラスウールを追加

し，さらに上下に 28mm 厚の針葉樹構造用合板を介

して石こうボードを 2 枚ずつ追加した仕様で，木造

集合住宅で必要とされる L-65 等級と同程度の性能

（目標 2）を示すことが分かった． 

一方，天井板のあるタイプでは，振動伝搬対策と

して吊木受けを設け，そこから吊木・野縁を介して

12mm 厚の本実スギ板の天井を吊り，さらに梁の上

は 30mm 厚の本実スギ板と下地に 24mm 厚の針葉樹

構造用合板を積層した仕様で，目標 1 と同程度の性

能を示した．また，吊木受けから 12.5mm 厚の石こ

うボードと 12mm 厚の本実スギ板を積層した天井を

吊り（天井裏にはグラスウールを追加），さらに梁上

は上下を28mmの針葉樹構造用合板で挟んだ根太（断

面45×105mmで455mmピッチ）により大断面化し，

表面を 15mm 厚の本実スギ板とした仕様で，目標 2

と同程度の床衝撃音遮断性能を示すことが分かった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．床の開口に天井付きの床を施工している様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．目標 1を達成した「現し」仕様の床の断面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．目標 2を達成した「現し」仕様の床の断面 
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